
“介護をよくするアクション月間”実施中！ 

コロナ危機から、暮らし命を守りきり、 
社会保障の再生を！～介護署名 3 万 3314 人分

（累計 22万 1892 人分）提出 
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日本医労連介護対策委員会と福祉部会では、新型コロナウィルスの影響で、介護現場で何が

必要なのか、困っていることは何なのか?を明らかにするため、「新型コロナウィルス緊急アン

ケート」を実施しました。調査期間は 4月 24 日～5月 8日で、日本医労連に加盟する高齢者福

祉・障がい福祉・児童福祉を対象に調査を行い、189 事業所から回答を集約しました。調査結

果は 5 月 29 日に記者会見を行い、14 社 14 人の報道陣が参加しました。記者会見では、調

査結果から「5 つの不足」を強調しました。  

介護現場では、「3 密」を回避することが難しく、3 大介護と言われる「入浴介助」「食事

介助」「排泄介助」をはじめ密を避けられない現状がある。今後の第 2波、第 3波に備えて介

護現場の感染予防策を求めることが重要だと訴えました。 

☆調査の概要  

1、新型コロナ感染者または感染疑い者「有」が 11事業所  

2、83%の事業所が「通常運営が出来ていない」  

3、3 割の事業所で休業補償がない  

4、現場の知ってほしいこと、知らせたいこと  

・感染リスクが高い/労働者・利用者のストレスが高い  

・介護現場は生活の場であり、医療体制を充実してほしい  

☆現場の声☆☆☆  

「介護職へも手当を早く検討してほしい」「介護分野の人手不足は今後もほかの病気が広がった

時にも対応できません。給料・待遇についてきちんと考えてほしい」  

【医労連 Mail NewsNO149 より】 

 

＜お知らせ＞ 

6 月も引き続き介護をよくするアクション月間とします。宣伝の写真など送ってください。 

介護現場の要求を＃介護現場からのＳＯＳでアピールしましょう。 

明らかになった 

「5つの不足」 

➀物資の不足 

➁人員体制の不足  

➂補償の不足  

➃設備の不足  

➄情報の不足 


